
日
本
医
労
連
は
、
11
月
5
日
の
産
別
統
一
行
動

日
に
、
「
11
・
5

全
国
一
斉
対
政
府
ア
ピ
ー
ル

集
会
」
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

集
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
医
療
・
介
護
事
業

所
の
経
営
悪
化
に
対
し
、
国
や
自
治
体
へ
の
的
確

な
支
援
を
求
め
る
も
の
で
す
。
可
能
な
ら
患
者
や

住
民
へ
の
協
力
要
請
、
マ
ス
コ
ミ
へ
の
取
材
要
請

も
行
い
、
全
国
一
斉
に
ア
ピ
ー
ル
を
行
う
集
会
と

し
て
大
き
く
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
る
際
に
は
、
そ
の
行
動
の

な
か
で
、
10
分

間
の
対
政
府
ア

ピ
ー
ル
集
会
を

必
ず
実
施
し
ま

し
ょ
う
。
始
業
時
か
ら
の
10
分
間
を
基
本
設
定
と

し
ま
す
が
、
各
単
組
・
支
部
で
時
間
設
定
を
検
討

し
て
く
だ
さ
い
。

中
央
で
は
、
「
全
国
一
斉
対
政
府
ア
ピ
ー
ル
集

会
」
に
合
わ
せ
、
記
者
会
見
を
実
施
し
、
世
論
に

訴
え
な
が
ら
取
り
組
み
を
広
げ
ま
す
。

ア
ピ
ー
ル
集
会
用
グ
ッ
ズ
と
し
て
、
プ
ラ
ス
タ

ー
、
患
者
・
住
民
向
け
チ
ラ
シ
、「
い
の
ち
署
名
」

へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
「
署
名
前
垂
れ
」
な
ど

作
成
し
ま
し
た
。
日
本
医
労
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
宣
伝
物
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
世
論
に
大

き
く
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

10
月
12
日
と
16
日
、
日
本
医
労

連
全
国
組
合
協
議
会
は
、
厚
生
連

本
部
、
日
赤
本
社
、
国
立
病
院
機

構
、
労
働
者
健
康
安
全
機
構
に
対

し
、
①
秋
闘
要
求
へ
の
誠
意
あ
る

交
渉
の
実
施
と
回
答
、
②
賃
金
・

労
働
条
件
の
改
善
、
③
公
的
医
療

機
関
の
充
実
・
強
化
等
を
求
め
、

要
請
を
行
い
ま
し
た
。要
請
に
は
、

日
本
医
労
連
の
佐
々
木
悦
子
中
央

副
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
、
全
医

労
、
全
厚
労
、
全
日
赤
、
全
Ｊ
Ｃ

Ｈ
Ｏ
病
院
労
組
、
全
労
災
、
国
共

病
組
よ
り
代
表
者
が
参
加
し
ま
し

た
。要

請
の
冒
頭
、
佐
々
木
副
執
行

委
員
長
よ
り
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、

医
療
従
事
者
は
、
使
命
感
と
責
任

感
を
持
っ
て
最
前
線
で
奮
闘
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
の
人
事
院
の
引

き
下
げ
勧
告
に
よ
っ
て
、
年
末
一

時
金
の
引
き
下
げ
も
危
惧
さ
れ
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
保
て

な
い
。
公
的
医
療
機
関
の
役
割
を

発
揮
す
る
た
め
の
回
答
・
対
応
を

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
要
請
し
た

う
え
で
、
参
加
者
か
ら
実
態
を
訴

え
ま
し
た
。

経
営
悪
化
の
押
し
付
け
許
さ
な
い

参
加
者
か
ら
、
「
医
療
現
場
は

職
場
実
態
に
見
合
っ
た
人
員
配
置

に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
9
日
以

上
夜
勤
、
長
時
間
労
働
の
常
態
化

に
く
わ
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
で
職
員
は
疲
弊
し
き
っ
て
い

る
」
「
医
療
従
事
者
へ
の
差
別
的

対
応
は
、
4
月
か
ら
倍
増
し
て
い

る
」
「
世
間
は
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ

ル
の
な
か
医
療
従
事
者
は
県
移
動

禁
止
な
ど
生
活
も
制
限
さ
れ
て
い

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の

下
で
、
多
く
の
医
療
機
関
で
経
営

悪
化
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
感
染

症
と
最
前
線
で
向
き
合
う
医
療
・

介
護
従
事
者
の
処
遇
に
影
響
し
て

い
る
実
態
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
な
い

な
か
で
、
さ
ら
に
賃
金
が
下
が
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
職
員
は

働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

医
療
・
介
護
を
守
る
た
め
に
も
、

賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
を
早
急

に
」
と
強
く
求
め
ま
し
た
。

経
営
側
は
、
「
国
や
自
治
体
か

ら
の
補
助
金
を
当
て
て
も
赤
字
が

埋
ま
ら
な
い
。
政
府
に
動
い
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
経
営
も
職
員
の
賃

金
も
維
持
で
き
な
い
」
と
赤
字
を

強
調
し
、
「
人
事
院
勧
告
が
で
た

と
こ
ろ
で
協
議
し
て
い
き
た
い
」

「
独
立
行
政
法
人
通
則
法
に
基
づ

い
て
決
定
す
る
」
と
述
べ
る
に
と

ど
ま
り
、
職
員
の
労
に
報
い
る
と

い
う
回
答
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。ま

た
、
非
常
勤
職
員
の
処
遇
に

つ
い
て
、
健
康
安
全
機
構
が
、
手

当
や
特
別
休
暇
を
正
規
職
員
と
同

一
と
し
た
こ
と
を
示
し
な
が
ら
、

早
急
な
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
の

実
現
を
求
め
ま
し
た
。

政
府
の「
公
的
病
院
再
編
統
合
」

再
検
証
要
請
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
公
的
医
療
機
関
の

重
要
性
が
明
か
に
な
っ
て
お
り
、

病
院
の
再
編
・
統
合
を
す
す
め
る

の
で
は
な
く
、
自
治
体
に
も
公
的

医
療
機
関
の
役
割
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
充
実
強
化
を
図
る
べ
き
と
訴

え
ま
し
た
。

そ
の
他
、
医
療
従
事
者
の
大
幅

増
員
、
政
府
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
た
適
正
な
勤
務
時
間
管
理
の

徹
底
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

の
徹
底
、
透
明
性
・
公
平
性
の
な

い
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

下
げ
る
勤
務
評
定
の
導
入
反
対
と

中
止
・
撤
回
等
、
私
た
ち
の
意
見

を
し
っ
か
り
検
討
し
、
回
答
す
る

こ
と
を
重
ね
て
求
め
ま
し
た
。

非
常
勤
職
員
の
格
差
是
正
訴

え
る
全
労
災
・
浅
山
書
記
長

現現場場のの実実態態をを訴訴ええるる全全ＪＪＣＣＨＨＯＯ
労労組組・・大大島島書書記記長長（（中中央央））

新
型
コ
ロ
ナ
感

染
が
な
か
な
か
下

げ
止
ま
ら
ず
、
秋

冬
に
入
り
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
の

ダ
ブ
ル
感
染
も
心

配
さ
れ
て
い
る
▼

そ
ん
な
中
、
同
僚
の
コ
ロ
ナ
陽
性

（
発
症
）
が
分
か
り
、
保
健
所
の

調
査
で
職
場
環
境
と
接
触
状
況
の

確
認
を
求
め
ら
れ
た
。
保
健
師
と

の
話
で
は「
濃
厚
接
触
者
の
認
定
」

は
、
発
症
2
日
前
か
ら
「
マ
ス
ク

を
着
け
な
い（
予
防
策
な
し
）で
、

15
分
以
上
会
話
を
し
た
場
合
」や
、

そ
の
他
状
況
を
勘
案
し
て
い
る
そ

う
▼
私
の
「
認
定
」
は
、
1
日
前

に
「
Ｐ
Ｃ
を
短
時
間
代
わ
り
に
操

作
し
た
こ
と
」
で
、
陽
性
者
が
自

分
の
机
で
の
作
業
中
、
マ
ス
ク
を

着
け
ず
話
す
事
も
あ
っ
た
た
め
Ｐ

Ｃ
へ
の
飛
沫
付
着
の
恐
れ
が
あ
る

と
い
う
判
断
か
ら
だ
（
机
同
士
は

ビ
ニ
ー
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
隔

離
し
て
い
る
）
▼
認
定
後
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
日
程
が
知
ら
さ
れ
た
が
、

検
体
採
取
は
3
日
後
、
結
果
も
採

取
の
3
日
後
以
降
と
い
う
。
感
染

可
能
性
日
か
ら
判
定
ま
で
1
週
間

以
上
だ
▼
も
し
こ
れ
で
結
果
が
陽

性
だ
っ
た
と
し
て
も
、
自
宅
待
機

以
前
に
接
触
し
た
人
た
ち
が
新
た

に
「
濃
厚
接
触
者
」
に
な
る
こ
と

は
な
い
。
不
安
に
思
う
か
も
知
れ

な
い
が
、
判
断
対
象
は
「
発
症
2

日
前
か
ら
の
接
触
者
」
だ
か
ら
だ

▼
都
の
最
近
の
検
査
数
は
1
日
4

千
人
弱
だ
が
、
こ
れ
で
も
待
た
さ

れ
る
。
接
触
者
は
結
果
に
関
わ
ら

ず
2
週
間
の
自
宅
待
機
で
、
陽
性

な
ら
さ
ら
に
2
週
間
程
度
、
ホ
テ

ル
待
機
と
な
る
。
せ
め
て
迅
速
な

検
査
体
制
を
整
え
、
白
黒
は
っ
き

り
さ
せ
て
欲
し
い
。
そ
の
間
の
生

活
や
周
囲
へ
の
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
の
だ
か
ら
。

全
国
組
合
協
議
会
要
請
行
動

医療従事者の労苦に報いる回答を

コロナ禍だからこそコロナ禍だからこそ

医
療
・
介
護
ま
も
れ
る
改
善
を
早
急
に

医
療
・
介
護
ま
も
れ
る
改
善
を
早
急
に

２０秋闘２０秋闘

購読の申しこみは

日本医労連へ
購 読 料 年間１，５００円（送料込）

（組合員の購読料は組合費に含む）
送金口座 中央労金荒川支店（普通預金）１１２３２９６

郵便振替00160-6-84866
ホームページ http ://www. irouren.or. jp/
電子メール n-ask@irouren.or. jp 医療・介護・福祉労働者の生活と権利、国民の命と健康を守る

第１７４２号 2020年10月22日

編集・発行

日本医療労働組合連合会
〒１１０-００１３ 東京都台東区入谷１-９-５
日本医療労働会館3階 TEL０３（３８７５）５８７１
発行 毎月２・４木曜日

（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可



（2）第1742号（毎月第2・4木曜日発行）医 療 労 働 者（ ）昭和36年9月15日
第三種郵便物認可2020年10月22日

日本医労連は、１０月を「不払い労働根絶・年休取得
促進月間」に設定し、全ての単組・支部で学習・宣伝
行動、退勤時間調査に取り組むことを呼び掛けていま
す。不払い労働・長時間労働を是正し、医療・介護の
職場から、二度と過労死を出さないためにも、全ての
組織で退勤時間調査に取り組み、「長時間労働・不払
い労働是正のキャンペーン」を広げましょう。
また、１０月～１２月の「組織拡大・共済推進月間」の

一環としても、退勤時間調査やキャンペーンの働きか
けの中で、労働組合未加入者とも対話を広げ、組織拡
大につなげる取り組みをすすめましょう。

順
天
堂
大
学
教
職
員
組
合
で
は
、
9
月

13
日
8
時
30
分
〜
10
時
に
、
夜
勤
明
け
の

ス
タ
ッ
フ
を
対
象
と
し
た
退
勤
時
間
調
査

を
実
施
。
当
該
組
合
を
含
め
、
3
組

合
、
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。「
始
業

前
業
務
を
や
り
ま
し
た
か
」「
超
過
勤

務
を
や
り
ま
し
た
か
」「
超
勤
請
求
は

で
き
ま
し
た
か
」
「
組
合
に
入
っ
て

く
れ
ま
せ
ん
か
」
等
の
シ
ー
ル
投
票

を
準
備
し
、
職
員
約
30
人
と
対
話
。

「
『
か
が
り
び
（
機
関
紙
）
』
を
い

つ
も
読
ん
で
ま
す
。
頑
張
っ
て
一
時

金
の
交
渉
を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
声
を
か
け
て

く
れ
た
職
員
を
は
じ
め
、
2
人
が
そ

の
場
で
組
合
加
入
し
ま
し
た
。

順
天
堂
大
学
教
職
員
組
合

は
、
東
京
医
労
連
の
大
学
部
会

や
産
別
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
月
2
回

の
朝
宣
伝
と
月
1
回
の
退
勤
時
間
調
査
を

定
例
で
行
っ
て
い
ま
す
。

全
医
労
東
京
地
区
の
支
部
で
は
、
9

月
18
日
、
退
勤
時
間
調
査
を
実
施
。
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク
、
フ

ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
、消
毒
を
し
な
が
ら
、

シ
ー
ル
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

「
今
日
は
定
時
に
終
わ
り
ま
し
た
か
」

「
超
勤
申
請
で
き
て
い
ま
す
か
」
「
休

憩
は
1
0
0
％
と
れ
て
い
ま
す
か
」「
白

衣
は
足
り
て
い
ま
す
か
」
の
設
問
に
、

約
60
人
の
職
員
と
対
話
し
な
が
ら
、
投

票
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

投
票
の
結
果
、約
6
割
の
職
員
が
、

「
定
時
に
終
わ
れ
な
い
」と
回
答
し
、

超
勤
申
請
に
つ
い
て
は
約
9
割
が
申

請
で
き
て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
約
2
割
の
職

員
が
「
1
0
0
％
休
憩
は
取
れ
て
い
な

い
」
と
回
答
し
、
「
昼
休
憩
に
書
類
を

作
成
し
て
い
る
」
な
ど
の
話
も
あ
り
ま

し
た
。

白
衣
に
つ
い
て
は
、
半
数
が
足
り
て

い
な
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

時
間
が
な
く
、
急
い
で
帰
宅
す
る
職

員
に
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
や
、
組
合

加
入
申
込
書
な
ど
が
入
っ
た
封
筒
を
渡

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
と
組
合
加

入
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
が
、
労
組
の
見
え
る
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
行
動
に
は
、
日
本
医

労
連
本
部
と
東
京
医
労
連
か
ら
も
支
援

に
入
り
ま
し
た
。

現
在
、
国
立
病
院
は
、
が
ん
・
救
急
医
療
等
の

地
域
医
療
、
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
・
重
症
心
身
障

害
等
の
政
策
医
療
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
新
興
感
染

症
や
大
規
模
災
害
等
、
国
の
危
機
管
理
に
際
し
て

求
め
ら
れ
る
医
療
な
ど
を
提
供
し
、
地
域
医
療
を

守
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
国
立
病
院
の
診
療
事
業
に
対
す
る
国

か
ら
の
補
助
金
（
運
営
交
付
金
）
は
年
々
減
ら
さ

れ
、
現
在
は
ま
っ
た
く
支
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
採
算
の
と
れ
な
い
結
核
病
床
等
は
大

き
く
削
減
さ
れ
、
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
は
ギ
リ
ギ
リ
の
人
数
し
か
配
置
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
人
工
呼
吸
器
や
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
（
人
工
心
肺

装
置
）
等
の
備
え
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
医
療
崩
壊
」
を
防
ぎ
、
国
民
の
い
の
ち
を
守

る
た
め
の
危
機
管
理
は
国
の
重
要
な
責
務
で
す
。

新
興
・
再
興
感
染
症
の
拡
大
、
大
規
模
災
害
等
の

緊
急
事
態
か
ら
国
民
と
地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

も
国
立
病
院
の
機
能
強
化
は
重
要
で
す
。

各
加
盟
組
織
で
の
署
名
の
積
極
的
な
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

10
月
16
日
、
在
宅
医
療
を
専
門
と
す
る

個
人
経
営
の
事
業
所
「
め
ぐ
み
在
宅
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
で
医
師
・
看
護
師
・
事
務
職
を

中
心
に
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

め
ぐ
み
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
理
事

長
（
院
長
）
の
理
不
尽
な
人
事
・
経
理
運

営
に
よ
り
、
周
り
の
職
員
が
振
り
回
さ
れ

る
職
場
環
境
が
長
年
続
い
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
、
定
昇
な
し

・
夏
季
一
時
金
削
減
が
説
明
も
な
く
強
行

さ
れ
ま
し
た
。院
長
に
説
明
を
求
め
て
も
、

い
つ
か
す
る
と
言
い
な
が
ら
、
説
明
の
機

会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
院
長
の
行
動

や
勝
手
な
削
減
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た

職
員
3
人
が
神
奈
川
県
医
労
連
を
訪
れ
、

個
人
加
盟
労
組
へ
加
入
。
定
昇
な
し
・
夏

季
一
時
金
削
減
の
理
由
等
を
求
め
、
団
体

交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。
交
渉
の
中
で
院

長
か
ら
は
、
「
職
員
と
信
頼
関
係
が
築
け

な
い
の
で
院
長
職
を
降
り
て
自
由
に
な
り

た
い
」
と
身
勝
手
な
発
言
が
飛
び
出
し
た

一
方
で
、
「
経
理
は
信
頼
関
係
の
あ
る
家

族
が
担
っ
て
い
る
の
で
問
題
な
い
」
と
お

金
に
係
る
部
分
は
握
っ
て
離
さ
な
い
姿
勢

が
露
わ
に
な
り
、
院
長
に
対
す
る
組
合
員

の
不
信
感
は
一
層
高
ま
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
交
渉
を
経
て
「
定
昇
な
し
」

を
撤
回
さ
せ
、
4
月
ま
で
遡
っ
て
支
払
わ

せ
る
事
を
勝
ち
取
り
、
物
事
の
決
定
は
院

長
独
断
で
は
な
く
、
職
員
と
協
譲
す
る
事

を
約
束
さ
せ
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
当
該
組
合
員
は
団

体
交
渉
等
を
通
じ
、
職
場
環
境
の
改
善
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
よ
う
と
、
組
合
員
を
拡

大
。
院
長
に
責
任
あ
る
行
動
を
取
ら
せ
る

た
め
に
集
団
化
す
る
こ
と
を
決
め
、
労
働

組
合
を
結
成
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
年
末
一
時
金
や
人
員
配
置
、

コ
ロ
ナ
対
策
の
課
題
等
に
つ
い
て
、
本
格

的
な
た
た
か
い
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

と
、
当
面
は
過
半
数
組
合
を
目
指
し
て
組

織
拡
大
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
事
を
、
大

会
の
中
で
皆
で
確
認
し
ま
し
た
。

退
勤
調
査
で
２
人
拡
大

国
立
病
院
の
機
能
強
化
を
求
め
る

国
会
請
願
署
名
に
ご
協
力
を
！

国
立
病
院
の
機
能
強
化
を
求
め
る

国
会
請
願
署
名
に
ご
協
力
を
！

順
天
堂
大
学
教
職
員
組
合

めぐみ在宅クリニック
労働組合

シ
ー
ル
投
票
で
６０
人
と
対
話

全
医
労
東
京
地
区

神奈川県医労連神奈川県医労連
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みんなで日
本
医
労
連
が
実
行
委
員
会

に
参
加
し
、
11
月
23
日
に
開
催

さ
れ
る
「
第
11
回
地
域
医
療
を

守
る
運
動
全
国
交
流
集
会
」は
、

メ
イ
ン
会
場
を
医
療
労
働
会
館

と
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
併
用
し
て
開

催
し
ま
す
。

国
が
す
す
め
る
医
療
提
供
体

制
縮
小
の
中
で
、
ベ
ッ
ド
削
減

あ
り
き
の
「
地
域
医
療
構
想
」

で
は
な
く
、
必
要
な
ベ
ッ
ド
数

を
確
保
す
る
医
療
提
供
体
制
の

確
立
を
求
め
る
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
ま
す
。

全
国
各
地
の
地
域
医
療
崩
壊

の
問
題
や
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
な

ど
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
発
生
や
さ

ま
ざ
ま
な
災
害
時
に
お
け
る
医

療
提
供
体
制
の
在
り
方
を
考
え

な
が
ら
、
医
療
提
供
体
制
の
縮

小
・
削
減
を
く
い
止
め
、
地
域

医
療
を
守
り
充
実
さ
せ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
第
11
回
地
域
医
療
を
守
る

運
動
全
国
交
流
集
会
」
で
情
勢

を
学
習
し
、
地
域
に
必
要
な
医

療
・
介
護
の
保
障
を
求
め
る
地

域
住
民
の
運
動
交
流
を
め
ざ
し

て
開
催
し
ま
す
。
加
盟
組
織
か

ら
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

10
月
15
日
、
東
京
・
新
宿
駅

西
口
で
定
例
の
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

ワ
ー
ク
デ
ー
宣
伝
行
動
が
行
わ

れ
、
全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘

の
代
表
者
が
「
均
等
待
遇
の
実

現
を
」
「
最
低
賃
金
を
1
5
0

0
円
に
」
と
訴
え
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
か
ら
は
、
佐
々

木
悦
子
中
央
副
執
行
委
員
長
が

発
言
。
医
療
・
介
護
現
場
の
慢

性
的
な
人
手
不
足
に
よ

る
厳
し
い
職
場
実
態
に

触
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
さ
ら
に
深
刻
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
と
強
調
。

さ
ら
に
、
多
く
の
医
療
機
関
の

経
営
が
大
幅
に
悪
化
し
、
そ
の

し
わ
寄
せ
が
感
染
症
と
最
前
線

で
向
き
合
う
医
療
・
介
護
労
働

者
の
処
遇
に
影
響
し
て
い
る
と

述
べ
、
国
に
よ
る
財
政
支
援
等

を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域

別
最
低
賃
金
に
よ
る
、
地
域
間

格
差
が
医
療
・
介
護
現
場
の
賃

金
に
も
直
結
し
て
お
り
、
同
じ

資
格
を
持
っ
て
い
て
も
賃
金
格

差
が
あ
る
こ
と
で
、
人
材
流
出

が
あ
る
こ
と
を
報
告
。
全
国
ど

こ
に
い
て
も
最
低
賃
金
1
5
0

0
円
を
実
現
し
、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
に
す

る
た
め
、
一
緒
に
声
を
あ
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

申し込みフォームはこちら

▲

�
講
師
の
松
岡
さ
ん

10月11日、医療労働会館と Zoom機能を併用し、第52
回精神医療関係労組全国交流集会が開催。1全国組合10
県医労連から52人が参加しました。

よ
り
良
い
精
神
科

医
療
を
め
ざ
し
て

本
集
会
で
は
、
1
人
ひ
と
り

が
立
ち
上
が
り
、
国
民
に
選
ば

れ
る
精
神
科
医
療
改
革
の
改

善
、
私
た
ち
の
働
く
職
場
を
守

る
た
た
か
い
を
進
め
、
と
も
に

た
た
か
う
決
意
を
固
め
あ
い
ま

し
た
。

治
る
治
療
よ
り

幸
せ
に
な
る
支
援
を

講
演
で
は
、
社
会
福
法
人
巣

立
ち
の
会
の
松
岡
恒
夫
さ
ん
よ

り
、リ
カ
バ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ（
自

ら
こ
こ
ろ
の
元
気
回
復
を
目
指

す
学
び
の
場
）
や
入
院
患
者
の

退
院
促
進
、
地
域
で
の
支
援
に

つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。
松

岡
さ
ん
は
、
「
院
内
に
留
ま
ら

ず
、
地
域
で
の
支
援
経
験
を
積

み
重
ね
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

共
に
た
た
か
う

仲
間
か
ら
の
報
告

特
別
報
告
で
は
、
新
た
に
仲

間
と
な
っ
た
東
横
恵
愛
病
院
労

組
と
十
愛
病
院
労
組
、
不
当
労

働
行
為
を
争
っ
て
い
る
府
中
み

く
ま
り
病
院
労
組
が
発
言
。
現

状
を
か
え
る
た
め
に
労
働
組
合

に
結
集
す
る
各
組
織
の
た
た
か

い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
署
名
も

実
施
中

「安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守る
ための国会請願署名（いのち署名）」について、宣伝の際に活用
するリーフを作成しました。ネット署名のＱＲコードが添付され
ています。積極的な活用をお願いします。

医療や介護現場での人手不足は深刻な状態にあ
ります。人手不足により一人一人の過重労働がす
すみ、過酷な夜勤や長時間労働などが解消されず、
過労死を引き起こす事態が続いています。
コロナ禍で経営悪化が長引けば、耐えられなく
なる医療機関も出てきます。さらに看護師らの人
手も不足し、取り返しのつかない危機的な事態に
なりかねません。

国内の感染症指定病床は、1996年の9716床から、
2019年には約2割にまで減少しています。一方、
保健所は850カ所以上から2019年には半分近くに
まで減少しました。
国は急性期病床がある424超の公立・公的病院を
名指しして病床の削減や統廃合を迫ることをや
め、名指しリストの公表をはじめとする地域医療
構想の推進は直ちに中断すべきです。

医療や介護など社会保障に対する国・自
治体の公的支出は、欧州諸国がＧＤＰ総生
産）比で1割超である一方、日本はわずか
8．9％に過ぎません。国際的にみても、財政
支出が不十分なことが分かります。

1500円に

ディーセントワーク
の実現
ディーセントワーク
の実現

最低
賃金

宣伝リーフで賛同を広げよう

う

病院・保健所の
削減はやめてください

第
１１
回
地
域
医
療
を
守
る
運
動

よし

医療・介護の
人手不足が深刻です

全
国
交
流
集
会

参加

11
月
23
日
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催

全国交流集会
精神科医療関係労組

国際的にも低い
社会保障への公的支出

第５２回第５２回

いのち
署名

いのち
署名
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院
内
保
育
の
企
業
委
託

が
進
ん
で
い
る

2
0
1
2
年
度
に
は
63
％
だ
っ

た
病
院
運
営
は
年
々
企
業
委
託
へ

と
進
み
、
最
近
で
は
最
初
か
ら
委

託
で
の
保
育
所
設
置
が
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
背
景
に

は
煩
雑
な
業
務
と
と
も
に
、
経
営

的
負
担
の
軽
減
と
医
療
従
事
者
の

働
き
方
に
合
わ
せ
て
、
多
様
な
保

育
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

も
、
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

長
時
間
労
働
が
常
態
化

午
前
8
時
前
の
開
園
時
間
は
56

・
1
％
と
半
数
の
施
設
が
実
施
し

て
い
る
上
に
、
開
園
前
の
延
長
保

育
も
32
・
9
％
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
閉
園
後
の
延
長
保
育
に
至
っ

て
は
78
・
0
％
に
も
の
ぼ
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
閉
園
時
間

後
の
延
長
保
育
は
「
お
迎
え
が
あ

る
ま
で
」
が
48
・
4
％
で
あ
り
、

利
用
者
で
あ
る
医
療
・
福
祉
労
働

者
の
長
時
間
労
働
の
影
響
を
受
け

て
、
保
育
時
間
も
長
時
間
化
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
保
育
の
実
施
「
あ

り
」
は
45
・
1
％
（
咋
年
40
・
3

％
）
と
昨
年
よ
り
も
増
え
て
い
ま

し
た
。

園
児
の
低
年
齢
化

園
児
の
年
齢
に
つ
い
て
、
「
昼

間
」
の
「
職
員
の
子
」
に
着
目
す

る
と
、
「
1
歳
」
23
・
8
％
（
27

・
4
％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
2
歳
」18
・
7
％（
22
・
9
％
）、

「
0
歳
」12
・
1
％（
16
・
0
％
）、

「
3
歳
」
10
・
8
％
（
15
・
3

％
）
の
順
と
な
り
ま
し
た
。
「
夜

間
」
に
つ
い
て
は
、
「
2
歳
」
か

ら
増
え
続
け
、
「
3
歳
」
、
「
5

歳
以
上
」
の
順
で
し
た
。

園
児
の
低
年
齢
化
は
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
ず
、
利
用
者
で
あ
る
医

療
従
事
者
が
1
年
未
満
で
職
場
復

帰
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
職
場
の
人
員
不

足
だ
け
で
は
な
く
、
0
才
か
ら
入

所
し
な
い
と
保
育
園
に
入
れ
な
い

と
い
う
実
情
も
あ
り
ま
す
。

認
可
保
育
園
と
の
差

認
可
保
育
園
と
の
差
に
つ
い
て

感
じ
た
こ
と
が
あ
る
か
の
問
い
に

対
し
、
「
あ
り
」
は
54
・
9
％
、

「
な
し
」
は
29
・
3
％
で
し
た
。

具
体
的
に
は
、
保
育
教
材
や
環
境

整
備
に
か
け
ら
れ
る
助
成
金
に
差

が
あ
る
こ
と
や
、
研
修
が
少
な

く
、
認
可
保
育
園
の
研
修
に
も
行

け
な
い
こ
と
、
自
治
体
に
よ
っ
て

情
報
伝
達
な
ど
に
差
が
あ
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
行
政
機
関

と
の
つ
な
が
り
が
感
じ
ら
れ
な

い
、
正
規
職
員
の
配
置
数
も
少
な

く
、
賃
金
な
ど
の
格
差
が
大
き
い

上
に
、
処
遇
改
善
加
算
の
対
象
外

で
経
験
が
所
得
に
反
映
さ
れ
な
い

と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
し

て
は
、
県
や
市
か
ら
の
対
応
が
平

等
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
も

あ
り
ま
し
た
。

保
育
士
の
処
遇
改
善
で

安
全
・
安
心
の
保
育
を

厚
労
省
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

査
（
2
0
1
9
年
）
で
初
任
給
を

み
る
と
、
保
育
士
20
万
1
2
0
0

円
（
19
万
3
5
0
0
円
）
、
今
回

の
院
内
保
育
の
調
査
で
は
16
万
9

7
0
5
円（
16
万
5
4
1
9
円
）、

さ
ら
に
非
正
規
保
育
士
に
な
れ

ば
、
今
回
の
調
査
の
初
任
給
平
均

は
13
万
9
0
2
円
で
、
厚
労
省
が

示
す
保
育
士
と
の
賃
金
差
は
7
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
低
賃
金
の

背
景
に
非
正
規
職
員
の
多
さ
や
補

助
金
の
少
な
さ
が
あ
り
ま
す
。

保
育
士
の
正
規
・
非
正
規
職
員

の
勤
続
年
数
は
、
勤
続
10
年
ま
で

は
非
正
規
職
員
が
正
規
職
員
を
上

回
っ
て
い
ま
す
が
、
11
年
を
超
え

る
と
非
正
規
職
員
の
数
は
減
り
、

20
年
以
上
勤
務
す
る
非
正
規
職
員

は
5
％
に
も
満
た
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
正
規
職
員
に
つ
い

て
は
「
1
〜
5
年
」
が
3
割
で
、

「
20
年
以
上
」
に
な
る
と
1
割
と

な
っ
て
お
り
、
勤
務
内
容
か
ら
は

程
遠
い
処
遇
の
悪
さ
が
働
き
続
け

る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
と
推

測
で
き
ま
す
。

専
門
分
野
の
処
遇
改
善
と
安
全

・
安
心
の
保
育
提
供
体
制
の
拡
充

は
、
利
用
し
て
い
る
医
療
従
事
者

の
処
遇
改
善
と
併
せ
て
喫
緊
の
課

題
で
す
。

２
０
２
０
年
３
月
１
日
を
基
本
と
し
て
、
加
盟
組
織
内
に
あ
る
院
内
保
育

所
を
中
心
に
、
未
加
盟
組
織
に
も
協
力
を
頂
い
て
取
り
組
ん
だ
「
２
０
１
９

年
度
・
院
内
保
育
所
実
態
調
査
」
結
果
の
特
徴
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

今
回
の
調
査
結
果
は
、
４２
都
道
府
県
１
６
４
施
設
か
ら
の
報
告
を
集
約
し
て

い
ま
す
。
調
査
結
果
を
、
よ
り
良
い
保
育
の
実
現
と
、
院
内
保
育
士
等
の
処

遇
改
善
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
も
風
水
害
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

医
労
連
共
済
の
火
災
共

済
は
、
風
水
害
に
も
給
付

が
あ
り
ま
す
。
加
入
口
数

・
被
害
状
況
で
給
付
金
は

変
わ
り
ま
す
が
、
自
宅
の

全
壊
・
流
失
の
最
高
限
度

額
3
0
0
万
円
を
上
限

に
、
被
害
に
応
じ
て
段
階

的
に
給
付
し
て
い
ま
す
。

地
震
特
約
も
風
水
害
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

＊
被
害
額
の
全
額
保
障
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は

災
害
被
害
の
予
測
が
さ
れ

て
い
る
地
域
が
全
国
あ
ち

こ
ち
に
あ
り
ま
す
。
最
近

で
は
台
風
被
害
も
増
え
て

い
ま
す
。
風
水
害
に
も
給

付
が
あ
る
火
災
共
済
で
備

え
を
し
ま
し
ょ
う
。

被
災
時
の
初
期
対
応

被
災
時
に
共
済
金
の
給

付
申
請
は
非
常
に
大
変
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

迅
速
に
給
付
す
る
た
め
に

も
、
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
加
入

者
自
身
の
初
期
対
応
が
と

て
も
大
切
で
す
。

初
期
対
応
で
は
、
①
医

労
連
共
済
へ
の
報
告
、
②

被
害
の
撮
影
・
記
録
、
③

損
害
証
明
や
修
復
見
積
り

が
大
切
で
す
。
報
告
前
に

修
理
し
て
書
類
が
揃
わ
ず

給
付
で
き
な
か
っ
た
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
初
期
対

応
、
と
く
に
報
告
・
記
録

に
は
気
を
付
け
て
く
だ
さ

い
。

コ
ロ
ナ
危
機
を

食
い
止
め
る

も
う
ひ
と
つ
の
翼

2
月
27
日
、
安
倍
前
首
相

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
防

止
を
目
的
に
、
全
国
一
斉
休

校
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、

保
育
所
な
ど
は
原
則
開
所
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
4
月
7
日
、
緊

急
事
態
宣
言
を
発
出
。
保
育

園
な
ど
は
原
則
休
園
と
し
な

が
ら
も
、
医
療
従
事
者
で
保

育
が
必
要
な
場
合
は
、
そ
の

子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。
当
然
院
内

保
育
所
を
閉
所
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
時
、医
療
現
場
で
は
、

感
染
症
病
床
も
な
い
、
専
門

的
な
知
識
を
持
つ
職
員
も
い

な
い
、
衛
生
資
材
も
十
分
で

な
い
、
コ
ロ
ナ
対
応
で
人
手

不
足
に
拍
車
が
か
か
り
、
ひ

っ
迫
し
た
状
況
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

自
ら
の
い
の
ち
を
も
危
険

に
さ
ら
し
な
が
ら
、
患
者
の

い
の
ち
を
守
ろ
う
と
現
場
に

向
か
う
医
療
従
事
者
を
陰
な

が
ら
支
え
た
の
が
院
内
保
育

所
で
あ
り
、
そ
こ
で
働
く
職

員
で
し
た
。
ま
さ
に
、
こ
の

国
の
医
療
崩
壊
を
食
い
止
め

る
重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
い

た
の
で
す
。

保
育
の「
無
償
化
」

認
可
外
は
ず
し

今
回
の
調
査
集
約
数
は
過

去
5
年
間
で
最
高
の
1
6
4

施
設
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。院

内
保
育
所
の
設
置
主
体

と
し
て
最
も
多
い
の
は
「
病

院
」
で
89
・
6
％
で
あ
る
の

に
対
し
、
運
営
主
体
別
で
は

「
病
院
」
は
39
・
6
％
、
「
企

業
委
託
」が
36
・
0
％
。「
認

可
外
」
は
92
・
1
％
、
「
認

可
」
は
4
・
9
％
で
、
院
内

保
育
所
の
多
く
は
認
可
外
と

な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
10
月
1
日
よ

り
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償

化
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、

無
償
化
を
実
施
し
て
い
る
施

設
は
5
割
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
。

当
面
5
年
間
は
、
認
可
外
保

育
施
設
を
無
償
化
対
象
に
す

る
国
の
方
針
に
対
し
、
市
区

町
村
独
自
の
判
断
で
、
対
象

と
す
る
施
設
基
準
を
条
例
で

定
め
、
基
準
以
下
の
施
設
を

対
象
か
ら
除
く
と
し
て
い
ま

す
。
「
院
内
保
育
所
は
、
認

可
外
保
育
所
と
い
う
く
く
り

だ
け
で
、
託
児
所
や
ベ
ビ
ー

ホ
テ
ル
な
ど
と
同
じ
基
準
に

見
ら
れ
て
し
ま
う
。
頑
張
っ

て
も
認
可
外
は
世
間
か
ら
認

め
ら
れ
に
く
い
」
と
保
育
士

は
語
り
ま
す
。
こ
う
し
た
背

景
が
、
無
償
化
実
施
が
半
数

に
し
か
及
ん
で
い
な
い
数
字

に
現
れ
て
い
る
と
推
測
で
き

ま
す
。
保
育
の
平
等
と
い
う

観
点
か
ら
言
っ
て
、
「
無
償

化
」
の
対
象
基
準
以
上
に
自

治
体
が
対
象
範
囲
を
限
定
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

指
導
監
督
基
準
に
達
し
て
い

な
い
施
設
は
、
財
政
支
援
も

含
め
基
準
に
到
達
す
る
よ
う

な
指
導
の
強
化
と
環
境
改
善

が
図
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

医
療
・
介
護
・
福
祉

労
働
者
の
運
動
を

一
体
と
し
て

院
内
保
育
所
の
保
育
時
間

は
、
10
時
間
〜
11
時
間
未
満

が
最
も
多
く
35
・
4
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夜
間

保
育
に
つ
い
て
は
45
・
1
％

の
施
設
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
「
看
護
職
員
夜
勤
配
置

加
算
」
を
取
得
す
る
要
件
と

し
て
「
夜
勤
時
間
帯
を
含
む

院
内
保
育
所
を
設
置
し
て
い

る
」
こ
と
が
選
択
肢
に
入
っ

た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
利
用
者
で
あ

る
医
療
・
介
護
労
働
者
の
働

き
方
や
制
度
・
政
策
の
転
換

に
よ
っ
て
保
育
環
境
を
め
ぐ

る
状
況
も
大
き
く
変
化
し
、

保
育
士
の
働
き
方
も
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
厚
労
省
賃
金
構

造
基
本
統
計
調
査
（
2
0
1

9
年
）
の
初
任
給
と
今
回
の

院
内
保
育
の
調
査
の
比
較
で

と
は
、
同
じ
資
格
を
持
つ
保

育
士
で
も
3
万
1
千
円
も
の

格
差
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を

守
る
た
め
に
、
現
場
で
働
く

医
療
・
介
護
従
事
者
の
処
遇

改
善
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
職
員
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
預
け
、
働
き
続
け

ら
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を

支
え
る
院
内
保
育
所
の
役
割

が
重
要
で
す
。

院
内
保
育
所
で
働
く
す
べ

て
の
職
員
の
処
遇
改
善
と
医

療
・
介
護
労
働
者
の
大
幅
増

員
、
賃
金
労
働
条
件
の
改
善

を
一
体
の
も
の
と
し
て
運
動

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

川
上
真
理

２
０
１
９
年
度

日
本
医
労
連

２
０
１
９
年
度

日
本
医
労
連

２０１９年度 院内保育所実態調査から見えたものとは

「
院
内
保
育
所
実
態
調
査
」結
果

「
院
内
保
育
所
実
態
調
査
」結
果

風水害の備えに火災共済
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